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スコットの二面性（Duality）について
OldM。rtαlityを中心に
佐　藤　猛　郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　スコ・トのOld　Mortαlity（供養老人）①は1819年に出版された作品
で、スコットの小説第5作にあたる。このOld　Mortalityと呼ばれる人物は、
1670年代にスコ・トランドで起った長老会派宗徒の反乱に加わり、命を落した
幾多の敬慶な信徒たちの墓碑銘が、年を経るにつれ、崩れかけて来ているのを悲し
み、馨で刻み、供養をほどこしながら、戦跡をめぐり歩く老人で、彼と親しくなっ
た村の小学校教師Peter　Pattiesonが、老人の語る戦乱の思い出話を記録
にとどめる、という形式でメトーリーが展開する。
　主人公はHenry　Morton　といい、彼の父は、クロムウエル時代には議会派、
その後の王制復古の時代には王党派に属して、武勲をあげたSilas　Morton大
佐である。Henryは近くのTillietudlem城に住む、王党派Bellenden
夫人の美しい孫娘Edithと恋仲になっているが、ひよんなことから、曾て戦場で
父の命を救ったことのある戦友で、今は反乱信徒のリータ’一となっているBalfour
of　Burleyをかくまったため、政府軍のきびしい追及を受ける羽目となり、あ
わや処刑という時に、Edithの懇願に動かされた政府軍の将校Evandale卿の
取りなしで、命は救われたものの、「自由人」の権利を踏みにじられたことに憤り、
「戦乱の悲惨と残虐を少しでも柔げる」ために、彼は心ならずも反乱軍に加わる。
流血を最小限にとどめ、和睦を結ぱせようとする彼の努力も、徹底的な弾圧政策を
とる政府軍と、狂信的信徒たちの間では効果もなく、悲惨な戦いの後に反乱軍は敗
れ、彼は裏切り者として、過激派の信徒に処刑される寸前、政府軍のClaver－
house大佐によって救出される。
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　Henryは反乱軍に加わった罪で国外に追放されるが、その後間もなく英国本土
では数々の失政のため、スチェアート王家が廃され、ハノーバー王朝に変っている。
Henryは、15年後再び故郷の土を踏むのだが、　Edithがまだ彼を愛していて、
Evandale卿とは婚約したものの、結婚を拒み続けているのを知り、二人の幸福
のために、永遠に身を引く決心をする。所が名誉革命後の世情不安に乗じて、Til－
Iietudlem城乗取りをたくらむ悪人BasilOlifaunt一味との争いで、
悪人共も亡ぼされるが、Evandale卿もイトれたため、　HenryはEdithと結ぱ
れ、Tillietudlem城の後継者になる、というのがその梗概である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt発表当時から、この作品は好評裡に迎えられ、J． G． Lockhartも、　Ma　r－
mion　of　his　novels”②と述べて掌讃している。スコ・ト自身も、この
作品にはかなり自信があったらしいことは、伝記、手紙の類でも判る。③19世紀
当時は、一般に、政府軍、反乱軍双方の客観的な公平k取扱い方、登場入物の生き
生きとした性格描写が賞揚され、例によって、主人公のHenryやEdithの生気
に乏しい性格が物足りないとの批判を受けていた程度だったが、今世紀の中葉にな
って、　Conflict（対立）のパターンを追求することによって、この小説のよ
り深い解明がはじめられるようになった。
　題材からも判るように、このOld　M・rtal記yは、小説第1作Wαverley
（1814）と同様に、一口に言って典型的な「対立」の・j・説である。一般に、こ
の第1作の名を冠したWaverley　N・vels　　全体が、この「対立」を骨組みと
した作品群であるが、これ程峻烈な形で、その「対立」が追求された小説は他に例
をみない。しかし、Luk6cs④やDaiches⑤が設定したヘーゲル風のHe－
roic　and　Barbarous　Past　　から、　Commercial　and　Civ－
ilized　Presentへの推移途上va　k・ける「対立」というパターンだけで、この
作品を解き明かそうとすると、なお不充分な点も多い。又彼らの楽観的かっ単純な
「社会進化論」には、殆ど背を向けたような内容が、この作品の随所に盛られてい
るように思われる。Daichesが言う所の「魅惑的ではあるが危険な過去」から、
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「平凡ではあるが文明化した現代」への歴史の推移に、「溜息をつきながらも」一
応満足する作者の視点も、Waverley　やR。b　R。y　（1817）では明瞭に認
められるが、幽Ol　Cl　Mortality　に於いては、非常に曖味になってきているのに
気付く。
　殊にOldMortαlityのAnti－climax部にある息二苦しいまでの悲劇性
は、スコットがどうしても和解できなかった歴史の流れへの憤りがこめられている
ように思われる。こSには、WaVerley　の特徴となっているノスタルジーもな
いのだ。Daichesは、　OldM・rtalityの悲劇性は、　HenryやEvan－
daleなどの「妥協」的人物が、社会に受け容れられないことに起因する、と述
べている。⑥確かにこの意見にも一理はあるが、私には、スコ・トの意識のもっと
深い所にかXわりあいのあるvスコットランド知識人としての「嘆きの声」がそこ
にあるように思われる。この作品の暗さのもとになっている、容赦ない歴史の流れ
に対する一種の「恐怖」或いは「不信」は、このOldM・rtαlifyばかりでな
く、The　Bγide　oプ「Lαm”termooア（1819）やSt．Ronαn，s
Well（1823）に色濃く表現されている。このようなことを考慮に入れるならば、
Old　Moγtalityを考察する際にも、「野蛮な過去」から「交明化した現在」
への進歩といった一方的な史観に固執せずに、過去と現在との間に、微妙に揺れ動
く作看の2重の視点を探り、同時に王党派と反乱軍との対立に伴なう社会的、個人
的なかかわり合いを、スコ・トはどのように理解し、表現しようとしていたかを探
る方が妥当であるように思われる。
　又こういったテーマについてのスコ・トの扱い方を辿っていくと、　Conflict
（対立）というパターンでは説明できない関係も多く示されているのに気付く。
“Contrast’1（対比）という概念を用いたほうが適切な場もある。⑦私は
この2つに加えて、“Analogy”（類似）、“Juxtaposition・　（併列）
とでも名付けることができるような関係も見出すことができるように思う。
　「対立」ぱかりでなく、「対比」とか「類似」とかという見方をすXめて行くと、
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OlaM・rtαlztyだけでなく、広くスコットの作品全体に、こういった関係が
絶えず求められているのに気付く。Ivanh・eのRiehard王の性格描写もそ
うだったが、有名なJames一世の性格描写などは、まさにこの「対比」の典型と
言えよう。
　　He　was　deeply　learned，　without　possessing
　　useful　knowledge；　sagacious　in　many　i・ndividual
　　cases，　without　having　real　wis　d’　om；　・…fond　of
　　his　dignity，　while　he　was　perpetually
　　degrad量ng　it　by　undue　familiarity…・・
　　He　was　laborious　量n　trif　．1es，　and　trifler
　　where　serious　labour　was　required；　devout　in
　　his　sentiments，　and　yet　too　often　profane
　　in　his　language．⑧
　　（彼は博学ではあったが、役に立つ知識は持たず、個々の事柄に関しては聡明
　　だが、真の叡知は持たず、自らの威厳を好むが、度を越えた慣れ慣れしさで、
　　常に品位を下げ、……些細な事には熱心だが、重大事には、茶化すことしか
　　せず、心の中では神を敬いながら、口に出すのは罰当りの言葉ばかり……）
　このような例からも判るように、常にあるものを二重の視点から見るのがスコッ
トの特徴のように思われる。そして、スコット文学の根本となっているのは、スコ
ットのこのDuality（二面性）に他ならないのだという観点から、私はOld
Mortal髭yに見られる「二面性」を、「対立」「対比」「類似」などの関係を
中心に次に探って行きたいと思う。
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　まず主題の面からOddM・rtalityの「対立」関係をみると、Covenan－
ter　Insurgents（盟約反乱軍）と王党派政府軍との対立がその中心となっ
ているのは言を侯たない。この対立は、入々の意識の上で、中産階級や農民層Old
MOrtality　においては、しばしばWhigの名で呼ばれている）と貴族や
地主からなる支配層との対立とも重なっている。この「対立」の主題は、物語の最
初から一貫して底流として流れ続け、常に陰欝な雰囲気をかもしだし、悲劇的切迫
感を高めている。
　次に小説の構成の面でみればどうかというと、Drumsclogにおける反乱軍の
勝利と、BothwellBridgeに澄ける政府軍の勝利が一対をなしている。．そ
の上、We】shも指摘しているように、前者に澄いては、　Henryが、政府軍によ
る処刑を危うく免れ、後者に澄いては、反乱軍による処刑を、同じように辛うじて
免かれていることなども、決して偶然の一致ではあるまいど⑨　又Henryの国外
追放を境にして、スチ；アート王朝時代とハノーヴァー王朝時代が対比されている。
スコットは、HenryやEvandaleの口を借りて、スチ“アート王朝の失政を責
め、匿名で1817年に、Qwarterly　R・view　に寄せた自作批評において
も、信仰問題を弾圧によって強制しようとした当時の政策を非難し、ハノーヴァー
王政が採用した「寛容」こそ、人心を収撹する最上の方策なのだと述べてはいるが、
⑩　このハノーヴァー時代を、Henryのように数々の美徳を持った人物がぐ身を
寄せる所一つない時代として描くことによって、スコットは、このスチュアート時
代からハノーヴァー時代へと移って行く歴史の流れに抵抗を試みているようである。
（尤もHenryが遂にはEdithと結ばれ、幸福を掴むという結末は、最終的には、
スコットもハノーヴァー王朝の新しい時代に、「溜息」をつきながらも和解してい
くのを示すパターンにもどったことを示してはいるのだが。）
　こうしてみると、OddMortalityは「対立」や「対比」が非常にくっきり
と浮かびでていて、スコ・トには珍らしく簡潔な構成を持った作品であることが判
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る。構成の面だけから言えば、Bothwell　Bridgeに診ける反乱軍の悲劇的
敗北で終れば、一番すっきりするのだが、スコットはこの種の歴史的事件が、社会、
個人にどのような影響を与えるのかを述べたいと思っているのだから、やはり、37
章以下は必要なのであり、逆に、We　1shが言うように、このAnti．climax
の部分に、スコットの強調したい主題が含まれているのである。⑪
　次に眼を王党派、反乱信徒の両陣営に向けてみよう。両陣営とも、Daiches
がSymbolical　Observerと名付けた所の作者の代弁者たるHenryによ
って、「残酷」「冷血」の烙印を押されたFanatics（狂信者）の集団である。
この作品が一面Fanaticism（狂信）の研究と呼ばれる由縁もこ＼にある。そ
して、両陣営共、その冷酷さ、残虐さには、、段階が設けてある。これは、前述のス
コット自身の批評にも解説してあるのだが、反乱軍側では、狂信の度合いに応じて、
低い方から、憶病な理論家Poundtext、煽動老Kettledrummle、熱烈な
信仰に燃えるMacbriar、狂人のMucklewrathと順に名付けてあるd⑫
これに博愛と信仰心をあわせ持ったBessieMaclure、冷酷な野心家B　urley
無知な宗教狂いの老婆Mause、その息子で日和見のCuddieを加えれば、スコ・
トの頭の中に描かれた反乱信徒群像が完成する。王党派側では、Evandale卿、
Monmouth公、　Bellenden少佐、　Bellenden夫人、　Bothwell軍曹、
Claverhouse大佐、　Dalzell将軍の順で、冷酷さの度合し（が激しくなっ
ている。　又R。C．Gordonが指摘するように、両軍とも、一般の兵士は、指揮
官の強い統率がないと、内輪もめや、反乱などを起す傾向があるなど、非常に明瞭
な「類似性」をもっている。⑬　スコットの場合、登場する人物はすべて「シンボ
ル」となっていると考えてよい。だから、これらの人物像は、それぞれの相互の
「対比」によって、それぞれの陣営を象徴していると見徹すことができよう。
　次に個人対個人の「対比」「対立」に目を転じてみよう。この作品では、主とし
て、Henryを基準にして、すべての人物が対比され、又逆に、　Henry自体も、
常に彼らからの対比の対象となっている。　J．E．Calderはこれに、“Dual
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Measurement”という言葉をあてている。⑭　理性的知性を備え、自由や正義
を愛するこの主人公が理想とし、追い求めるものは、スコットの他の作品の主入公
の場合と同じように、又スコット自身の場合と同じように、裕福な地方貴族の生活
である。そしてそれのシンボルとなっているのが、Tillietudlemの城であ
り、そこに住すpEdith姫kのである。スコ・トにあっては、　Edithばかりでな
く、大抵の女主人公は、美しいだけで、性格の掘りさげが足りないとの批判も多いが、
多くの場合、彼女達は、本質的に、充分な美徳を備えた主入公によってのみ達成さ
れる理想の「シンボル」’であるためにそうなるので、彼女達の性格の奥底を探究し、
その本質を曝露するなどということは、スコットの意図とは遠く離れたことなのだ。
そして、この理想達成の道に立ちふさがるのが、まず、恋のライバルEvandaIe
卿と、Tillietudlem領を窺う悪人BasilOlifauntなのである。物
語の終結部でやっと姿を現わし、忽ち殺されてしまうBellenden家の遠縁にあ
たるこのBasil　Olifauntの役割りについては、構成⊥不可解の要素が多く、
従来謎とされていたのだが、Welshが説くように、領地に関するHenryのライ
バルと見ることによって、彼の存在価値が明確になる。しかも、興味深いことは、
彼は古い世界の入間ではないということである。彼は、目的のためには、法律をた
てに、陰険な手段を使うことも厭わず、カトリックに改宗することも敢えてする偽
善者で、しかも「暴力」よりは「法律」を第一乏する「新しい」タイプの悪人ftの
である。新しい型の人物を不徳漢に描くことによって、スコソトは新しい時代に対
する不信を表明しているのではないだろうか。又Tillietudlem領の権利証
をBurleyから提供された時、　EvandaleとEdithの幸福のために、きっぱ
りとこれを拒んだHenryの紳士的、乃至は騎士的態度も、この卑劣な物欲の権化
とも言うべきOlifauntとの「対比」において、一層はっきりと理解できるわけ
なのであるo（ch．43）
　HenryとEvandale卿との関係は、冒頭のWappenschawと呼ばれる射
撃競技に始まる。⑮　Edithが見守る前で、　Henryが優勝し、　Evandaleが
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2位となる。二人は共にEdithに心を寄せてはいるが、又共に「1騎士的」であり、
共に理性的な良識家として、王党派と反乱軍の中にあって、互いに尊敬し合い、流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt血を防ぎ、平和をもたらすために協力する。二人はスコットの称する　Race　of
generosit　y”i親切合戦）（c　h．24）に澄いて、交互に恩義をほどこす。
Henryは政府軍に処刑される所をEvandale　に救われ（ch．13）、一方
E・and・1・はDrumsc1・9で戦闘中に・H…yに命を救われる・（　・h・17）
又その後、Henryによって、　Burleyの手からEvandaleは再び救われ（c　h．
24）、HenryはEvandaleの尽力で、和睦の使者どして、　Monmouth公に
会見を許される。（c　h．30）
　作者はEvandaleのように、教養豊かで紳士的なライバルを設定することによ
って、～二とさら青年Henryの不安と、　Edithに具現された彼の夢を達成するこ
との困難さを示しているものといえよう。共に教養もあり、知性に恵まれたライバ
ル同士なので、貴族階級に属さないHenryにとって、その夢の実現は全く絶望
的になる筈であるが、スコットは、Evandaleを古い世界の人間とすることによ
って、この問題を解決している。Evandaleはスチュアート王朝の失政を常に非
難し続けてはきたが、彼のこの王家に対する忠誠心は変節を許さない種類の、いわ
ば主従の絆ともいうべきものなの鵡彼が名誉革命後のハノーヴァー王家に忠節を
尽すことは、彼の「名誉」が許さないのだ。「理性的」には無謀とのそしりを受け
ようとも、反政府の旗印のもとに決起しなければならないし、又曾ての上官のCla－
verhOuseが発れた後は、彼にかわって、反乱軍の指揮もとらなくてはならな
いと彼は心を決めているのだ、｝（ch．38）　結局彼は「理性」よbも「名誉」を重
んじ、古い身分関係の中でしか生きられない古い型の騎士道のシンボルであり、歴
史の流れを生きのび、新しい社会に適応するには不適当な人物なのだ。やはり、こ
のようなこだわりのないHenryのような人物にこそ、新しい世界の夢が托される
ぺきなのであろうo
　このEvandaIeとHenryとの関係と密接な「類似」を示しているのがCud－一
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dieである。　Cuddieは宗教狂いの母Mauseの言動がもとで、雇い主のBeレ
lenden夫人に職を追われ、　Henryの従者となり、無教養ではあるが逞まし
い、現実的なスコ・トランド農民のシンボルとなって活躍するのだが、Henry－
Edith－Evandaleの三角関係をそのまx写したような三角関係を、Cuddie
とEdithの小間使し（Jenny、それに政府軍の兵士Tam　Hallidayとで構成
している。又彼は「紳士」であるが故に、数々の束縛を受けているHenryに対す
る「庶民」の側からの「対比」となっている。Wappenschawの射撃大会にも、
彼は恋入のJennyに、腕前を見せたくて、母にかくれて参加し、　Henry、　Eザ
andaleに次いで3位となる。（ch．3）「紳士」のHenryはEdithのため
に出場したのだなどとは言えない。所がそこは庶民の強みで、Cuddieは本心を
平気で口にするわけだが、この告白が又ひるがえって、Henryの本心をも暗示し
ているQ
　政府軍に捕えられたHenryは恋人のEdithの懇願に、ライバルのEvan－
daleが動かされることによって助命されるのだが、一緒に捕えられていたCud－
dieもJennyが恋仇のTam　Hallidayに取り入ることで救われることにな
り、共に彼らに嫉妬の心を抱く。所が現実派のCuddieは、　Jennyは多分自分
を救うためにTam　Halliday　にやさしくしているのだろうから、　Jennyを
責めるわけにはいかないと一応満足しているのに反し（ch．14）、　Henryは一
途に絶望し、挙句の果てに、反乱軍に加わろうという一大決意を固めるに至るのだ。
彼個人の全人生がか＼っていたEdlthへの愛が奪われた時、　Henryの心の中に
大きな変革が行われ、にわかに歴史を生きる社会人としての意識が湧き起ってきた
わけなのだ。彼は「戦う男」に変身する。
　　Desperate　himself，　hedetermined　to　support　the
　　rights　of　his　country，　insulted　in　his　person．
　　（ch．13）
　　（絶望の余り、彼は彼自身に関しては踏みにじられた彼の国家の権利を侵
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　　害から守ろうと決意した。）
　スコットは、Henyの心理を例えて、「平和な生活を営む家が、突然武装した兵
士に侵入されて、堅固な砦に変容」したようなものだと述べている。（ch．13）
　所でこのHenryとCuddieとの「対比」には、2つの面がある。その1つは、
現実的なCuddieに比べて、　Edithの愛に関するHenryの判断は、余りに自
虐的で、正確でないという点である。世間知らずの彼は一途に絶望してしまうのだ
が、事実Edithの愛は少しも変ってはいなかったのだから。もう一つは、無学な
Cuddieとは到底比べものにならないHenryのもつ象徴性である。彼のもって
いる社会歴史観は、ひろく全国民を包含するまでの歴史的意義を、自らを襲った一
連の不快な事件の中に見出すのだ。彼は政府軍の非人道的な圧制と、これに反擾す
る反乱軍のこれに劣らぬ残虐性に失望し、荒廃した祖国を救い、平和をとり戻し、
戦争の悲惨さを和らげるために反乱軍に身を投ずることを決心する。しかし、彼の
冷静な理性は、Bellenden少佐によって“rebellious　in　cold
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttblood and withont even the pretext　of　enthusiasm
（熱情に駆られたためとも言わずに、冷ややかに謀反に走るとは）（ch．25）と
評される。彼の冷やかな知性は勿論熱狂した反乱軍の間で、全く相容れない性質の
ものなのだ。
　反乱軍に加わったHenryとCuddieは共にBellendenの家族と政府軍が
たてこもるTillietudlem城を攻撃する羽目となる。　Henry　は正面から、
Cuddieは裏手から城を攻めるのだが、共e・c　ttRed－coats”（政府軍兵士）
だけ狙い、家族や使用入には一指も触れぬよう命ずる。（ch，25）反乱軍の敗
北後、Henryは亡命し、15年後にCuddieと再会する。時はハノーヴァー王
家の時代である。変わり果てた祖国に立ち、Edithへの絶望的な愛に苦しみ、知
性入のシンボルHenryは悲しみに打ちひしがれている。これに対して、Cuddie
は、Claverhouseとその一派が、新王家に反対し、時々反政府の騒ぎを起し
ているが、一般民衆の生活は、大体落着いてきているという楽観論を述べる。（ch．37）
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彼は雑草のように逞しく、政変を生きぬく常識豊かな大衆のシンボルなのだ。彼は
母のMauseに対しても、信仰心も度が過ぎれば、雇い主の不興を買って家族が路
頭に迷うようになるのが関の山だといってたしなめたりもしているo（ch．8）又
この小説の終りで、悪人BasilOlifauntを射殺するのもCuddieの役な
のである。（ch．44）スコットは「紳士」のHenry　に殺人を犯させるわけに
はいかない。Cuddieは「庶民」の身軽さから、　Henryの代わ，りに、　Henry
の敵を倒すわけなのだ。Cuddieは全体的にHenryと行を共にし、ある時は内気
なHenryの代弁者となり、又ある時は、　Henryの知性と象徴性を浮き彫りにす
る「対比」となっているのだ。
　Henryと政府軍の指揮官Claverhouseとの「対比」はHenryが彼の手
によって、狂信徒たちから救われた時に一番鮮明に描き出されている。Claver
houseはFroissartの作品を読んだことがあるとHenryに聞く。（ch．35）
Froissartが歌った中世騎士道がClaverhouseの世界なのだ。騎士道を
わきまえた人物ならば、敵であろうと味方であろうとClaverhouseは好
意を抱くのだ。HenryはBellendenの家族やEvandaleに対する数々の紳
士的行為によりClaverhouseによる評価も変わb、敵よりむしろ友人として
扱われるようになるo（ch．30）
　Claverhouseは又Henryに彼独特の「死」の哲学を披露する。
　　It　is　not　the　expiring　pang　that　isworth　think－
　　ing　of　in　an　event　that　must　happen　one　day，
　　and　may　befall　us　on　any　given　moment－　it　is
　　the　memory　which　the　soldier　leaves　behind　him，
　　like　the　long　train　of　light　that　follows　the
　　sunken　sun－that　is　all　which　is　worth　caring
　　for，which　distinguishes　the　death　of　the　brave
　　or　the　ignoble．　（ch．34）
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　（いつかは来る運命にあり、又いつなんどき我が身に降りかXるかもしれない死
　　に直面して、考慮する価値があるのは死の苦しみではない一一落日後に残る
　　輝やきのように、戦士が残す武勲の記憶、これこそ考えるに価いするすべてな
　　のだ。そしてこれが勇者の死と雑輩の死とを区別するものだ）
　これは、後世吟遊詩入に歌われる名誉のため、美しく勇ましく死ぬことを理想と
するオシァン風騎士道の思想でもある。Froissartとい1ヘオシァンといい、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやびClaverhouseは古い．騎士道精神の体現者ではあるが、その雅さの中に、恐る
べき冷酷さを秘めた人物である。彼はHenryに、狂信徒と同じように「無慈悲に
人命を奪う」ことに関して詰問された際にも、「学職ある僧侶や、貴族、紳士の血
を流すのと、身分の低い職入や愚かな農民の皿と流すのとでは、高貴なワインをこ
ぼすのと、汚らわしいビールをこぼす位の違いがある」と平然と答える。（eh．35）
Mayheadも述べていることだが、彼は一一見洗練された文明の側に立っているか
のようにみえて、実は「野蛮」「未開」の世界に属しているのだ。⑯これに対して、
Henry（つまリスコット）は次のように言っている。
　　ttYour　dist孟nction　is　too　nice　for　my　colnprehen－
　　sinn，…God　gives　every　spark　of　life－－that　of
　　the　peasant　as　well　as　of　the　prince；　and　those
　　who　destroy　His　work　recklessly　or　causelessly，
　　must　answer　in　either　case…sJ（ch。35）
　　（あなたの区別は余りに微妙で私には理解できません。神は王侯であろうと百
　　姓であろうと、すべてに生命の火を与えているのです。主の御業を恐れ気もな
　　く、理由もなく破壊するものは、いずれにせよ、その報いを受けなくてはなり
　　ますまい）
　次にBalfour　of　BurleyはHenryとの対比に診いて、さまざまの性質
を示す。父の恩人であるが故に、彼をかくまったHenryに対して、彼は信仰の敵
ならば、隣人であろうと、親友だろうと刃にかけるべきだと述べて、humanity
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の次除を示す。（ch．6）Claverhouseの甥で、白旗をたずさえ使者となった
Cornet　Grahameを射殺するなど、戦場の掟も無視する。（ch．16）
Tillietudlem城内を略奪しないというHenryとの約束も反古にする（ch．27）
など、一貫して彼は反乱信徒の「冷酷性」「偽善性」「野獣性」のシンボルとなっ
ている。権勢欲にとらわれた彼は、名誉革命後もその政局に強い不満を示し、曾て
の敵Claverhouseと手を組んで反政府の陰謀をめぐらす。彼が隠れ住む山奥
の谷間にある洞窟が、彼の属している世界を如実に示している。この付近の物湊い
情景を、スコ・トが“equalIy　romantic　and　precarious”‘ロマ
ンチックではあるが危険な）という表現で描いていることは興味がある。ここを
訪れたHenryがBurleyとの対決を迫られた際に、「父の恩人を殺すわけには
いかない」と、向う岸に跳び移ることから、Henryが遂に過去のロマンチックで
はあるが野蛮な世界に別れを告げるに至ったことと暗示していると言えよう。（ch．43）
　又このBurleyとClaverhouseとは「類似」　の好例となっている。この
二人は両陣営における好一対なのだ。ClaverhouseはHenryに向って、
「我々は共に狂信者なのだ」と言う。（ch．35）　二人共、主義のために人の命を奪
うことを何とも思わない。又共に住む世界が過去の世界に余りに密着している故に、
新しい世界には同調できず、反乱軍として手を結ぶに至る。目的のためには手段を
選ぱず、曾ての仇敵と協力することに、いさXかの矛盾も感じないのだ。又t入共
「悪魔」的に描かれているのも共通である。勇猛且つ冷酷なClaverhouseは
反乱信徒の間では悪魔の化身と噂され、彼が乗る黒い駿馬は、信者弾圧のために、
悪魔に贈られたものと信じられている。（ch．11）鉛の弾丸では、悪魔の化身
Claverhouseには当らないと信じられていたので、信徒の多くは銀貨を鋳つ
ぶして弾丸としていた程である。（ch．16）所が一方Burleyも、例の隠れ家
の場面で、悪魔のイメージで描かれている。
　　His　figure，　dimly　ruddied　by　the　light　o．f　the
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　　red　charcoal，seemed　that　of　a　fiend　in　the
　　lurid　atmosphere　of　Pandemonium．（ch．43）
　　（彼の姿は赤い炭火のあかりで、ぼんやり赤く染り、伏魔殿の燃え上る熱気に
　　包まれた悪魔の姿のようだった）
その他の「対比」「類似」としては、「何物も信じず、何物も恐れず」に殺され
た政府軍のBothwellと、信仰に燃えて、従容と処刑されたMacbriar、
Charles二世への忠誠に凝り固まったBellenden夫人と、同じく教義に凝
り固まって、王党派を呪うMause、それに、反乱軍への参加をはっきり告白し、
いさぎよく処刑されたMacbriarに対して、入はいつどこにいたかなど、はっき
り覚えているものではないなどと、のらりくらりと答えをはぐくらし、遂には罰を
逃れたCuddieなど、数多くのparallelが設定されている。スコ・トは、あ
る場面、人物を描こうとするときには、常に、こういったparallelによって輪
郭を明確にしているのだということがわかる。
　最後に、この二面性の第3の型として、個々の事柄、人物の二面性を調べてみよ
う。これは、HenryのaspirationのシンボルともなっているTillie－
tudlem城の描写に一番極立って示されている。城の正面は耕やされた沃野や手入
れの行き届いた木立ちが広がり、一一方St手は荒涼とした原野と陰欝な丘陵が続いて
いる。（ch．11）この城をめぐって、新しい豊かな時代と、古い伝統に根ざす未
開社会とが互いに衝突し合うというこの物語のテーマがこ＼にはっきりと示されて
いるようだ。
　次に登場人物に関してだが、人物の「二面性」は、大抵、ディレンマという形で
示されている。まず主人公のHenryだが、彼も常にディレンマに悩まされている。
彼の父Silas　Morton大佐が、初めは議会派、後には王党派の軍人であった経
歴からも判るように、Henryも生れながらに、ディレンマを身につけている男な
のである。彼は長老会信徒派からも、王党派からも、味方と見倣されながら、その
実、常に不信の眼を向けられている。信徒ゆかbの彼が、Wappenschawの競
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技で勝利を得たことで、信徒側は大いに喜ぶが、Henry本人は、心情的に、王党
派に傾いているのだ。勿論愛するEdithの故ということもあろうが、彼のリベラ
ルな「理性」が頑迷な信徒達の考えと相容れないのだ。彼はむしろ王党派に捕われ
ている時の方が、違和感は少なく、落着いていられる程なのだ。（ch．33）彼は
政府軍の暴虐と反乱軍の狂信の双方に絶望している。（ch．6）そして、彼は国民と
して、国家及び王に対する忠誠をあく蓑でもつくすべきか、その国家権力の「人の
道」に外れた非道によって、「人間としての権利と自由」が犯されれば、これを守
るために、断固国家権力に抵抗すべきかの相剋に迷う。（ch．10）
　又帰郷場面で、彼は礼節と重んじる紳士であるが故に、婚約に対しても、神聖犯
すべからざるものという観念を持っている。そのため、EdithとEvandale
が婚約したことを聞けば、Edithが未だに自分を愛していることを知つていても、
自分の愛は捨てて、二入の幸福のために身を引く決心をしなくてはならないのだが、
彼の全生涯をかけたEdithへの愛とのディレンマの末、最後に一目会いたいと、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■亡霊のような顔を窓辺にのぞかせる。このことから幽霊騒ぎが起り、Edithは、
死者までがこの不吉な結婚に反対して姿を現わす上は、どうしても結婚に踏みきる
ことができないとEvandaleに訴えるのだ。（ch。38）
　このEdithは、　Henryへの愛と、　Henryが反乱軍へ入ったことによる絶望
感との間に揺れ動く。Gordon．も説くように、スコットにあっては、社会的環境
が、そこにいる人間の意識や思想を支配している。だから、Henryが反乱軍に入
ったということは、王党派に属するEdithにとって、絶対に相容れることのでき
ない世界に足を踏み込んだわけで、「彼が死んだら私も死ぬ」（ch．10）とまで思
い込んだ彼女の愛をもってしても、二人の仲は全く絶望的なものとなるのだ。⑰
又当然Edithは．二人の求婚者の間で迷う。計算高い現実家のJennyは常識的な
助言として、しきりに条件のよいEvandale卿をすすめるのだが、　Edithは
愛の変節をうけ容れず、Henryを愛しつづけ、王党派も長老会派もなし（名誉革命
後の治世下に至って、しかも、Evandale卿が凶弾に発れた後になって、はじ
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て二人は結ばれるのだ。
　又前にも触れたが、Claverhouseは女性的と言える程洗練された物腰、そ
の英雄的な華やかさの陰に、恐るべき冷酷性がひそんでいるし、Ev　andale卿は、
冷静な理性を持って物事を判断できる反面、古い社会意識から脱却できないでいる。
Burleyは宗教上の熱情と悪魔的非情を併せ持っている。　Mauseは息子Cuddie
が裁かれる場面に居あわせて、反乱軍に参加しなかったと偽証することで、息子の
「魂」が呪われることを恐れ、同時に、真実を告白して息子の「肉体」が安全でな
くなることも恐れて苦しむ。（ch．36）一方CuddieはJenny　と結婚する前
は、母i手綱を引かれ、結婚後は、すっかり妻の尻に敷かれた身の上を嘆く。（ch．38）
　最後にこの「二面性」が極立った例として、Bothwell軍曹を挙げてみよう。
彼はスチgアート王家の流れをくむ名門の出なのだが、低俗野卑を好み、すっかり
・一ｺ士の気儘な生活が身についている。戦場にあっては有能だが、巡察などに当っ
ては、横柄、暴虐、貧欲で鼻つまみ者である。所が彼がBurleyに殺された後、
彼の懐から発見されたのは、20年も前に書かれた優しい女性の筆跡による恋文の
束だった。自堕落な毎日を送っていながら、彼の心は秘かに、遠い若い日の幻影を
追い求めていたのだ。（ch．23）
　このように見てくると、この「二面性」をもって描かれた部分は、すべて、この
OldMortality　あって、極立って印象的な部分ばかbである。このことか
らも、スコットが創作にあたって、如何にこの「二面性」を駆使して、この作品を
組立てたかがよく理解できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿
　Odd　M・rtalityにおいて、「二面性」は、今述べたように、小説全体の骨
組みでもあり、又細部の描写に輸け・る肉付けとなっていることが理解できる。これ
は勿論OddMortaiityに限ったことではないので、殆どすべてのスコットの
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作品で、多かれ少なかれ、この「二面性」がその中心となっているのを知ることが
できる。このことから、スコット文学の本質の一一つは、この「二面性」であると断
定しても、決して過言であるとは思われない。
　所でこのスコットの二面性に関して、Edwin　Muirは、その名著　S。・tt
αnd　Seotland　において、「二面性」「二重性」はスコット文学の特徴であ
るばかりでなく、広くスコットランド人すべての「悲しむべき特性」となっている
と述べている。⑱　スコ・トランド人全体の「二面性」となると、話がやx漠然と
してくるので、この問題はさて診き、スコット文学の「二面性」について、　Muir
はスコットの生い立ちと教育、法律家としての生活、それに不幸に終った恋愛事件、
その他の要素が、夢見る多感な青年スコットに、情緒面と理性面とをはっきbと区
別し、必要に応じて前者を隠すことを習性づけたために生れたものと述べている。
私はこの説明だけで充分であるとは思われないが、多くの示唆に富んだ意見だと思
う。
　Muirはjs〈　Odd　M・rtality　に関して、スコットは、英国の国家権力が、
この反乱鎮圧を通じて、スコ・トランド本来の伝統や社会機構を破壊して行く過
程を見ていると述べている。スコットは勿論理性的現代入として、スコットラン
ドも含めた英国の国家、国王に対する忠誠心は持っているのだが、彼の胸の中に抑
圧された情緒面では、スコットランド人としての愛国心が、消しても消しきれな
い炎をあげているのだ。この「二重性」をMuirは“Divided　allegiance翫
（二分された忠誠心）と呼んでいるが、スコ・トは日常生活では、遵法者である
のに、文学の中では、スコットランド愛国老くつまり反逆者）に白変することができるのだ。
Bothwell　Bridgeの戦いで、敵軍が目の前に迫っているのに、まだ内輪
もめに終始し、統卒が乱れている反乱軍の面々に向って、Henryが切々と訴え
た言葉は、そのまXスコットの最早帰らぬ過去への憤りと、失われ行く祖国へ
の痛恨な挽歌ということもできよう6⑲
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tt…@I　bring　from　the　enemy　an　offer　to　treat，　if
you　incline　to　lay　down　your　arms・I　can　assu「e
you　the　means　of　making　an　honourable　defence，
if　you　are　of　more　manly　tempers・The　time　flies
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　faston． Let us　resolve either　for　peace　or　war，
and　let　it　not　be　said　of　us　in　future　days，that
six　thousand　Scottish　men　in　arms　had　neither
courage　to　stand　their　ground　and　fight　it　out・
。。rp・ud・n・et・treatf・rp・ace，…　ev・nth・
coward・s　wisdom　to　retreat　in　good　time　and　with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝．
safety．What　signifies　quarrelling　on　point　of
church　discipline，　whenthe　whole　edifice　is
thre。t。。。dwith　t・t・l　d・・t・u・ti・n？…’；（・h・31）
（もしもあなたがたが武器を捨てる気になったのなら、私は敵軍からの和睦の
条件ももらってきている。あなたがたが、もっと男らしい気性だったら、立派
に敵を迎え撃つ方法も教えよう。時は刻々と過ぎて行くのだ。平和をとるか、
戦いをとるかを決めようではないか。後の世になって、武装した6千もの我々
スコットランド人が踏み止まって戦い抜く勇気もなく、和睦する慎重さもなく、
好機を樋んで安全に退く憶病者の知恵さえもたなかったと言われないようにし
ようではないか。教会全体が崩れ落ちるかもしれないこの時に、教義の点でい
がみ合うことに、一体何の意味があるのか）
　スコットは内乱に明け暮れて胚るうちに、遂には祖国スコットランドを押し流す
歴史の営みに、決して満足をしていないのだ。彼は過去の世界をもう一一ff甦えら
せたいと願い、Fictionの世界で、　Henryに姿を借りて、あの腐甲斐ない信
徒軍を叱責しているかのようである。
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　こういう見方をしてくると、先にも述べたように、Henryの描ぎ方が、非常に
悲劇的であることとも符合する。この作品に流れるペシミズムは、結局、ス
コットの古いスコットランドへの愛と悲しみから生れたものであり、この感傷は又、
先に述べたように、作者本人の「二重性」の産物とも考えられるのである。
　所がこのように見てきても、スコットがこの悲劇的な時代を題材にとりあげ、狂
信と残虐、内乱と混乱の時代絵巻をこのように丹念に書き綴った真意についてだが、
これについても、彼がただ一途に過去を告発し、救いのないスコ・トランドの悲劇
を訴えたかったのだと、単純に理解することは危険である。たしかに、そのような
ものも可成b重大な動機だったかもしれkいが、彼の温厚な人と為りを知るものに
とって、彼がそれ程まで徹底的に、社会批判とか、歴史否定をするとは思われない。
この問いに対する答えは、実は本人の筆によって、まさに彼の「二面性」を浮き彫
りにする形で与えられているのだ。このことはスコットの美意識とも大いに関係が
あると思われるが、彼はこの時代が、”rnelancholy”ではあるが　“most
attractive”な時代であると述べ、更に、
　　Revolting　asalI　this　is　to　the　Patriot，　it　affords
　　fertilematerials　to　thePoet．⑳
　　（このすべては、愛国者の眼には、不快極まることでもあろうが、詩入には豊
　　かな題材を提供している。）
　とも述べているのだ。つまり、歴史家の眼には、耐え難い程の醜い世界がN’詩人
の眼には、この上もなく美しい、というわけなのだ。スコットは、この血みどろな
時代を、詩人の眼で美しいと感じ、文学に書き綴ったのである。
　しかし、一方、歴史家スコットは、この不毛で冷酷な美しさを、ぎびしく批判し
ている。この一見矛盾する「二面性」が、作者としてのスコットの本質であb、
OldM・rtalityばかbでなく、スコ・ト文学全体の特色ともなっているので
ある。
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ある場面を使。たことがあるが、彼vaはその権利があ。た。粉購した上でや
ったのだから、彼はほめられていいのだ。」と語ったとのことだが、（エ。カー
マン：ゲーテとの対話、1825／1／18）スコットが借用したとゲーテが言
っているのは、このWappenschawの射撃腕比べの場面に間違いない。尤も
スコット自身は、ゲーテから借用したという意識は余り持っていなかった模様で、
「この種の行事は、欧州の各地でも行われている’ようだ」などと言っている程度
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である。しかし、スコットの作品には珍らしく、自由や人間の権利などというも
のが、前面に押しだされていることからみて、この・Old　Mortalityが自由
の戦士エグモントの思想的影響を受けていることは可成り明らかである。ヴェル
テル的感傷家Waverleyといい、エグモント的Henryといい、ゲーテ文学の
影響は、かなりスコットの小説にも見ることができるようだ。
⑮
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R．Mayhead：Walter　Scott　（Profiles　in　Literature），
pp．86－7
R．C．Gordon：Under　Which　King？
E．Muir：Scott　and　Scot壼an（塩
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